
 

 

 

 
 

 

   
  
 

概 要 版 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

平成２０年（2008 年）３月 

新  宿  区 
 

 

 

 

 

 

高齢者保健福祉施策調査報告書 



  

 - 1 - 

 

目次 
 

Ⅰ 調査の概要-----------------------------------------------------------------------1 

 

Ⅱ 回答者のプロフィール-------------------------------------------------------------2 

 

Ⅲ 調査の結果-----------------------------------------------------------------------6 

  １ 一般高齢者調査---------------------------------------------------------------6 

２ 居宅サービス利用者調査------------------------------------------------------12 

３ 第２号被保険者調査----------------------------------------------------------16 

４ ケアマネジャー調査----------------------------------------------------------21 

５ 介護保険サービス事業所調査--------------------------------------------------26 

 

Ⅳ 調査の比較----------------------------------------------------------------------31 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<本書のみかた> 

• N,n は回答者の数を表します。 

• グラフの中の数値は、回答率（単位：％）を表します。 

• 四捨五入しているため、合計が１００％にならないことがあります。 

• クロス集計の表側（性別等の分析軸）からは性別等の無回答を除いています。したがって、

各分析軸の有効数の合計は、全体（N,n）と一致していません。 

• 本文及びグラフ中の設問文ならびに選択肢の表現は一部省略されています。 

• コメントの文末にある問番号は、各調査の質問番号です。 
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Ⅰ 調査の概要 
 

 

 

 

 

１ 一般高齢者調査 

  

 調査対象：新宿区に居住する要支援・要介護認定を受けていない 65 歳以上の高齢者

1,500 人 

 調査方法：郵送法（郵送配布－郵送回収）/督促礼状一回送付 
 調査期間：平成 19年 11 月 5 日(月)～11 月 22 日(木) 
 調査結果：回収数 1,106 サンプル（回収率 73.7％） 

 

２ 居宅サービス利用者調査 

  

 調査対象：要支援・要介護認定を受けている居宅サービス利用者 1,500 人 
 調査方法：郵送法（郵送配布－郵送回収）/督促礼状一回送付 
 調査期間：平成 19年 11 月 5 日(月)～11 月 22 日(木) 
 調査結果：回収数 1,034 サンプル（回収率 68.9％） 

 

３ 第２号被保険者調査 

  

 調査対象：新宿区に居住する第２号被保険者（40 歳以上 65 歳未満）1,500 人 
 調査方法：郵送法（郵送配布－郵送回収）/督促礼状一回送付 
 調査期間：平成 19年 11 月 5 日(月)～11 月 22 日(木) 
 調査結果：回収数 809 サンプル（回収率 53.9％） 

 

４ ケアマネジャー調査 

  

 調査対象：新宿区内の居宅介護支援事業所に勤務するケアマネジャー238 人 
 調査方法：郵送法（郵送配布－郵送回収） 
 調査期間：平成 19年 11 月 5 日(月)～11 月 22 日(木) 
 調査結果：回収数 131 サンプル（回収率 55.0％） 

 

５ 介護保険サービス事業所調査 

  

 調査対象：新宿区内の居宅介護支援・居宅サービス事業所 204 所 
 調査方法：郵送法（郵送配布－郵送回収） 
 調査期間：平成 19年 11 月 5 日(月)～11 月 22 日(木) 
 調査結果：回収数 101 サンプル（回収率 49.5％） 
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Ⅱ 回答者のプロフィール 
 

一般高齢者調査、居宅サービス利用者調査、第２号被保険者調査における回答者のプロフィー

ルは次のとおりです。 

 

 

 

 

 一般高齢者 
 

 

 

 

 

 居宅サービス利用者 
 

 

 

 

 

 

 第２号被保険者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 一般高齢者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性 別 

年 齢 

41.1 56.5 

男性 女性 無回答 2.4% 

全  体 

N=1,106 

(%)

29.7 29.7 21.7 12.7 0

.

65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85～89 歳 90 歳以上

0.8% 

無回答

1.1% 

4.2
(%)

全  体 

N=1,106 

27.4 68.4  

男性 女性 無回答 

(%)4.3 
全  体 

N=1,034 

43.8 54.5  

男性 女性 無回答 1.7% 

全 体 

N=809 

（%）
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 居宅サービス利用者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 第２号被保険者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般高齢者 
 

 

 

 

 

 

 居宅サービス利用者 
 

 

 

 

 

 

 

 第２号被保険者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成 

25.6 37.4 35.3 

本人だけの単身

世帯 

本人とその配偶

者のみの世帯 

配偶者以外の同

居人がいる世帯 

無回答 1.7% 

(%)全  体 

N=1,106 

全  体 

N=1,034 
  9.7 16.6 23.4 24.4 18.7 

40～64 歳

1.7% 

65～69 歳

2.1% 

70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85～89 歳 90 歳以上 無 回 答

3.4% 

(%)
 

38.0 21.1 36.8 

本人だけの単身

世帯 

本人とその配偶

者のみの世帯 

配偶者以外の同

居人がいる世帯 

無回答 

(%)
4.2全  体 

N=1,034 

40～44 歳 45～49 歳 50～54 歳 55～59 歳 60～64 歳 無 回 答

0.7% 

19.9 17.6 16.3 23.1 22.4  
(%) 

全 体 

N=809 

20.9 21.9 45.7    

一人暮ら

し 

夫婦二人

暮らし 

二世代世

帯(親・子

ども) 

三世代世

帯(親・子

ども・孫)

その他の

世帯 

無 回 答

0.9% 

4.8 5.8 
(%)

全 体 

N=809 
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 一般高齢者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居宅サービス利用者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２号被保険者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族との連絡 

頻
繁
に
連
絡
を
と
っ 

て
い
る 

２
週
間
以
内
に
１
回
位 

連
絡
を
と
っ
て
い
る 

１
ヶ
月
に
１
回
位
連
絡 

を
と
っ
て
い
る 

２
〜
３
ヶ
月
に
１
回
位 

連
絡
を
と
っ
て
い
る 

半
年
に
１
回
位
連
絡
を 

と
っ
て
い
る 

１
年
に
１
回
位
連
絡
を 

と
っ
て
い
る 

２
〜
３
年
に
１
回
位 

連
絡
を
と
っ
て
い
る 

 

連
絡
を
と
っ
て
い
な
い 

家
族
は
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

1.8% 1.4% 

0.4%

2.5%

41.0 13.1 16.3 7.1 6.7   1

.

4.65.3 
全 体 

n=283 

（%）

55.5 13.2 13.0 120   0  

頻
繁
に
連
絡
を
と
っ
て
い
る 

２
週
間
以
内
に
１
回
位
連
絡
を
と

っ
て
い
る 

１
ヶ
月
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て

い
る 

２
〜
３
ヶ
月
に
１
回
位
連
絡
を
と

っ
て
い
る 

半
年
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て
い

る １
年
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て
い

る ２
〜
３
年
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ

て
い
る 

連
絡
を
と
っ
て
い
な
い

家
族
は
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

5.1 

2.3%

3.1%

3.1% 0.5% 0.3%

1.0%

3.1% 

全  体 

n=393 

（%） 

26.6 11.2 18.3 17.2 10.1  1

.

 1

.

1

.

頻
繁
に
連
絡
を
と
っ
て
い
る 

２
週
間
以
内
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て

い
る 

１
ヶ
月
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て
い
る

２
〜
３
ヶ
月
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て

い
る 

半
年
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て
い
る 

１
年
に
１
回
位
連
絡
を
と
っ
て
い
る

２
〜
３
年
に
１
回
位
連
絡
を 

と
っ
て
い
る 

連
絡
を
と
っ
て
い
な
い 

家
族
は
い
な
い 

そ
の
他 

 

1.2% 

6.56.5

1.2%

1.2%

全 体 

n=169 

（%）
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 一般高齢者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居宅サービス利用者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２号被保険者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 得 
※昨年1年間の世帯全体の年間所得（収入から給与所得控除や必要経費等を

控除後の金額）の総額 

9.9 12.7 16.9 21.2 8.7  15.1 

80 万円

未満 

80 万円

以 上

150 万

円未満 

150 万円

以上 250

万円未満 

250 万円

以上 500

万円未満

500 万円

以上 750

万円未満

750 万円

以上 1000

万円未満

1000 万円

以上 1500

万円未満

2.5% 

1500万円

以上2.3% 

わからな

い 

無回答

4.4 6.3 (%)全  体 

N=1,106 

8.4 14.0 17.8 17.7 8.1  8.4 17.3 

80 万円 

未満 

80 万円 

以上 150 

万円未満 

150 万円

以上 250

万円未満

250 万円

以上 500

万円未満

500 万円

以上 750

万円未満

750 万円

以上 1000

万円未満

4.1% 

1000 万円

以上 1500

万円未満

2.1% 

1500 万円

以上 2.0% 

わからない 無回答

(%)全  体 

N=1,034 

全 体 

N=809 
  10.5 21.9 16.4 15.0 11.4   

80万円

未満 

80 万 円

以上 150

万円未満 

150 万円

以上 250

万円未満 

250 万円

以上 500

万円未満

500 万円

以上 750

万円未満

750 万円

以上 1000

万円未満

1000 万円

以上 1500

万円未満

1500 万円

以上 

わからない 無回答

(%)
5.1 4.3 5.9 6.7 

2.8%
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Ⅲ 調査の結果 
 

１ 一般高齢者調査 
 

 

 

 

「元気に暮らしている」人は５割弱です（問 9） 

 

日常生活の自立度については、「元気に暮らしている（48.7％)」と「病気等があるが一人で外

出できる（45.9％)」がそれぞれ５割弱を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高血圧症」が最も多くあげられています（問 10-1） 

 

現在治療中の病気は、「高血圧症（44.8％)」が最も多く、次いで「高脂血症（23.7％)」となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康状態 

治療中の病気 

全  体 

N=1,106 
48.7 45.9   

元気に暮ら

している 

一人で外出

できる 

一人で外出

で き な い

2.6% 

一部誰かの

手助けが必

要 0.7% 

全て誰かの

手助けが必

要 0.4% 

 

無回答 1.6%  

 

(%) 
  

20.1

0.1 

0.8 

0.9 

1.3 

1.4 

4.2 

5.3 

8.7 

12.5

13.0 

13.4

20.1 

23.7

44.8 

高脂血症 

高血圧症 

眼科疾患 

心臓病 

関節の病気 

糖尿病 

骨折・骨粗しょう症 

脳血管疾患 

がん 

うつ病以外の精神科疾患 

うつ病 

認知症 

難病 

不明 

その他 

全 体

n=792

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50(%) 
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「ほぼ満足している」が約５割弱です（問 12） 

 

歯や口、入れ歯の状態については、「ほぼ満足している（46.6％）」が約５割を占め、次いで「や

や不満だが日常生活には困らない（40.8％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「痛みや苦しみを和らげることを目的とした病院や施設」と「自宅」が多くあげられています（問 15） 

 

療養生活の最期を迎えたい場所についてたずねたところ、「痛みや苦しみを和らげることを目的

とした病院や施設（26.4％)」、次いで「自宅（26.1％)」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほぼ毎日外出」している人は約半数です（問 16） 

 

外出頻度については、「ほぼ毎日外出（55.6％)」が最も多く、次いで「週に２回から３回程度

外出（24.6％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

歯や口、入れ歯の状態 

46.6 40.8 

ほぼ満足している やや不満だが日常

生活には困らない 

不自由や苦痛を感

じている 

無回答 

5.8 6.9
(%)全  体 

N=1,106 

外出の頻度 

55.6 24.6 7.7   1  

ほぼ毎日 週に２回

から３回

程度 

週に１回

程度 

月に１回

から２回

程度 

ほとんど

外出しな

い 1.8% 

その他

1.5% 

無回答 

全  体 

N=1,106 

(%) 
4.7 4.1 

療養生活の最期 

6.6 

3.0 

5.9 

14.0 

18.0 

26.１ 

26.4 

0 5 10 15 20 25 30(%) 

痛みや苦しみを和らげること 
を目的とした病院や施設 

自宅 

考えたことがない 

治療を中心とした病院 

老人ホームなどの施設 

その他 

無回答 

全 体 

N=1,106 
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「かかりつけ医」に相談する人は４割を超えています（問 22） 

 

認知症の相談先としては、「かかりつけ医（43.7％）」が最も多く、次いで「大学病院または総

合病院の神経内科・脳神経外科（14.6％)」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「気がついたらできるだけ早く受診する」が７割を占めています（問 23） 

 

認知症専門医への受診時期は、「気がついたらできるだけ早く受診する（70.3％)」が最も多く、

次いで「その時になってみないとわからない（13.7％)」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の相談先 

そ
の
他 

ど
こ
に
も
相
談
し
な
い 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー 

大
学
病
院
ま
た
は
総
合
病
院
の
精
神
科
・

神
経
科 

(%)全  体 

N= 1,106 
9.0 

1.3% 

0.5%
0.9%1.1%

2.8% 

43.7  14.6  1  1  

か
か
り
つ
け
医 

大
学
病
院
ま
た
は
総
合
病
院
の
内
科 

大
学
病
院
ま
た
は
総
合
病
院
の
神
経
内

科
・
脳
神
経
外
科 

大
学
病
院
等
の
老
年
科
・
物
忘
れ
外
来 

精
神
科
・
神
経
科
専
門
の
病
院
・
診
療
所

区
役
所
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 3.5 6.1 5.8 6.3 4.6

認知症専門医への受診時期 

全  体

N=1,106 
70.3 13.7   5.0 (%) 

気
が
つ
い
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
受
診
す
る 

様
子
を
見
て
認
知
症
の
病
状
が
あ
る
程
度
す
す
ん

だ
ら
受
診
す
る 

認
知
症
の
た
め
毎
日
の
生
活
に
支
障
が
出
た
り
、
問
題
な

行
動
が
出
て
介
護
に
困
っ
た
ら
受
診
す
る 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
に

受
診
す
る 

自
宅
で
は
介
護
で
き
な
く
な
り
、
施
設
や
入
院
を
希
望
す

る
と
き
に
受
診
す
る 

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
の
が
怖
い
の
で
受
診
し
な
い

認
知
症
は
良
く
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
受
診
し
な

い 本
人
を
認
知
症
で
受
診
さ
せ
る
事
は
難
し
い 

そ
の
時
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

0.0%
0.1%

1.4%

0.4% 

0.4% 1.0%

2.2% 

5.6 
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「かかりつけ医で認知症の早期発見や相談ができること」と「気軽に専門医に受診できる体制の整備」

が多くあげられています（問 24） 

 

認知症の早期発見・早期対応のしくみについて複数回答でたずねたところ、「かかりつけ医で認

知症の早期発見や相談ができること（42.3％)」と「気軽に専門医に受診できる体制の整備

（41.0％)」がそれぞれ４割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防に関心のある人は４分の３を占めています（問 26） 

「認知症予防教室」、「筋力向上教室」、「転倒予防教室」への参加意向が多くなっています（問 27） 

 

【介護予防への関心】 

介護予防への関心については、「関心がある（48.0％）」が約５割を占め、次いで「とても関心

がある（26.4％)」となっています。これらの合計を《関心あり》とすると、介護予防への関心が

ある人は４分の３を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防への関心 

6.3 26.4 48.0 16.5 

とても関心

がある 

関心がある 関心がない

2.8% 

どちらとも

いえない 

無回答 

全 体 

N=1，106 

(%) 

認知症の早期発見・早期対応のしくみ 

11.1

7.5

0.5

13.8

15.9

19.7

32.4 

33.1 

34.5 

41.0 

42.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45(%) 

かかりつけ医で認知症の早期発見や相談 
ができること 

気軽に専門医に受診できる体制の整備 

認知症を病気として正しく理解するため 
の普及啓発をする 

早期発見・早期対応することで本人や家 
族にとってよい点を広く知らせる 
健診時に認知症チェック票などを用いて 
早期発見できる体制の整備 
認知症に理解があり支援してくれる人が 
地域に増えること 
保健センター等で認知症予防相談を充実 
させる 
認知症予防講座・教室の充実 

物忘れ相談窓口の充実 

わからない 

その他 

全  体

N=1,106
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【参加したい介護予防教室】 

参加したい介護予防教室について複数回答でたずねたところ、「認知症予防教室（41.1％)」、「筋

力向上教室（41.0％)」がそれぞれ４割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「回復支援家事援助サービス」の利用意向が約４割です（問 28） 

 

保健福祉サービスの利用意向について複数回答でたずねたところ、「回復支援家事援助サービス

（38.5％）」が最も多く、次いで「お弁当の配食サービス（30.7％）」、「緊急通報システム（26.7％）」

の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉サービスの利用意向 

2.4 

20.6

14.4

16.6

18.2

23.7

39.2 

41.0 

41.1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45(%) 

認知症予防教室 

筋力向上教室 

転倒予防教室 

栄養改善教室 

水中運動教室 

口腔機能向上教室 

尿もれ改善教室 

特にない 

その他 

全  体

N=1,106

10.7 

9.9

9.4

9.4

9.0

7.9

7.4

7.4

4.2

4.0

11.1 

11.3 

14.0 

14.0 

17.2 

26.7 

30.7 

38.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45(%) 

回復支援家事援助サービス 

お弁当の配食サービス 

緊急通報システム 

ちょこっと困りごと援助サービス 

火災安全システム 

住宅改修 

寝具乾燥消毒サービス 

いきがい対応型デイサービス 

理美容サービス 

おむつ費用助成 

地域の高齢者の方と交流を持ちながら 
会食する食事サービス 

ふれあい訪問、地域見守り協力員制度 

補聴器の支給 

一人暮らし高齢者への情報紙訪問配布 

日常生活用具支給 

住宅設備改修 

つえの支給 

徘徊高齢者探索サービス 

全  体

N=1,106
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「介護保険で利用できるサービスについて」が最も多くなっています（問 33） 

 

介護保険制度について知りたいことを複数回答でたずねたところ、「介護保険で利用できるサー

ビスについて（57.8％)」が最も多く、次いで「介護保険サービスの利用方法について（50.1％)」、

「サービス利用にかかる費用負担について（46.8％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度について知りたいこと 

2.7 

29.7

30.7

43.3

46.8

50.1 

57.8 

0 10 20 30 40 50 60 70(%) 

介護保険で利用できるサービスについて 

介護保険サービスの利用方法について 

サービス利用にかかる費用負担について 

要介護認定について 

介護保険料について 

介護サービス事業者情報について 

その他 

全  体

N=1,106
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２ 居宅サービス利用者調査 
 

 

 

「要介護２」が最も多くなっています（問 8） 

 

現在の要介護度は、「要介護２（19.0％）」が最も多く、次いで「要介護１（16.3％）」、「要支援

１（14.6％）」、「要介護３（14.1％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「脳血管疾患」、「高齢による衰弱」、「骨折・転倒」、「認知症」の順に多くなっています（問 9） 

 

介護を要するようになった原因は、「脳血管疾患（16.1％）」が最も多く、次いで「高齢による

衰弱（13.9％）」、「骨折・転倒（13.2％）」、「認知症（13.1％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「少し悪くなった」と「かなり悪くなった」で約７割を占めています（問 17） 
 
記憶力・物覚えの変化については、「少し悪くなった（40.2％）」が最も多く、次いで「かなり

悪くなった（29.5％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

記憶力・物覚えの変化 

介護を要するようになった原因 

要介護度 

全   体 

N=1,034 

脳
血
管
疾
患 

骨
折
・
転
倒 

高
齢
に
よ
る
衰
弱

心
臓
病 

関
節
の
病
気 

認
知
症 

難
病 

が
ん 

呼
吸
器
疾
患 

糖
尿
病 

脊
髄
損
傷 

視
覚
・
聴
覚
障
害

不
明 

そ
の
他 

無
回
答 

1.1% 

0.6% 

1.8%
1.6%

2.0%

2.3% 

16.1 13.2 13.9  11.7 13.1      10   4.7 5.0 6.06.9
(%)

6.7 

0.2 

0.7 

22.7 

29.5 

40.2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45(%) 

少し悪くなった 

かなり悪くなった 

変わらない 

良くなった 

その他 

無回答 

全  体

N=1,034

14.6 

13.1 

16.3 

19.0 

14.1 

10.6 

7.3 

5.0 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20(%) 

要支援１ 

要支援２ 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

無回答 

全  体 

N=1,034 
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周知状況と利用状況では「訪問介護」、利用意向では「短期入所生活介護」、満足している人では「居宅

療養管理指導」、まあ満足している人では「認知症対応型通所介護」、やや満足している人では「小規模

多機能型居宅介護」、不満がある人では「グループホーム」が最も多くなっています（問 18） 

 

介護保険サービスの周知状況は、「訪問介護（64.5％）」が最も多く、次いで「通所介護（60.8％）」、

「福祉用具の貸与（50.7％）」の順に続いています。 

介護保険サービスの利用状況は、「訪問介護（43.4％）」が最も多く、次いで「通所介護（31.6％）」、

「居宅介護支援（29.8％）」の順に続いています。 

介護保険サービスの利用意向は、「短期入所生活介護（5.9％）」が最も多く、次いで「短期入

所療養介護（5.4％）」の順となっています。 

介護保険サービスの満足度については、満足している人では「居宅療養管理指導（60.4％）」

が最も多く、次いで「福祉用具の貸与（52.7％）」の順となっています。まあ満足している人で

は「認知症対応型通所介護（68.7%）」が最も多く、次いで「グループホーム（66.6％）」の順と

なっています。やや満足している人では「小規模多機能型居宅介護（33.3％）」が最も多く、不

満がある人では「グループホーム（33.3％）」が最も多くなっています。 

満足度(N=1,034) サ
ー
ビ
ス
の
周
知
状
況 

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況 

サ
ー
ビ
ス
利
用
意
向 

No. 介護保険サービス名 

(N=1,034) (N=1,034) (N=1,034)

満
足 

ま
あ
満
足 

や
や
満
足 

不
満 

1 訪問介護 64.5 43.4 1.4 32.2 45.1 18.2 4.5

2 訪問看護 41.5 13.2 2.2 50.0 39.5 9.7 0.8

3 訪問リハビリ 30.9 6.4 3.3 48.3 34.5 13.8 3.4

4 訪問入浴 46.6 11.1 1.6 49.5 40.2 7.5 2.8

5 通所介護 60.8 31.6 2.0 45.0 39.8 13.2 2.0

6 通所リハビリ 37.6 8.4 3.0 28.8 48.6 18.8 3.8

7 福祉用具の貸与 50.7 26.5 2.9 52.7 35.6 9.3 2.4

8 夜間対応型訪問介護 17.9 1.0 2.5 33.3 50.0 16.7 0.0

9 認知症対応型通所介護 13.9 0.9 1.7 18.8 68.7 0.0 12.5

10 小規模多機能型居宅介護 10.8 0.3 2.0 33.3 33.3 33.3 0.0

11 グループホーム 17.6 1.1 1.1 0.0 66.6 0.0 33.3

12 短期入所生活介護 36.6 6.1 5.9 34.4 45.9 13.1 6.6

13 短期入所療養介護 29.2 4.0 5.4 22.9 51.4 17.1 8.6

14 居宅療養管理指導 16.9 4.6 2.3 60.4 29.2 10.4 0.0

15 特定施設入居者生活介護 13.7 2.5 1.4 24.0 60.0 8.0 8.0

16 福祉用具購入費支給 33.3 12.4 3.2 49.1 28.6 13.4 8.9

17 住宅改修費支給 34.9 10.9 3.5 45.1 34.3 14.7 5.9

18 居宅介護支援 45.6 29.8 0.7 48.0 38.6 9.5 3.9

 無回答 13.0 18.4 79.5   

介護保険サービスの周知状況、利用状況、利用意向、満足度 

(%)
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【介護者の性別（問 27）】 

 

 

 

 

 

 

【主な介護者（問 28）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【介護者の年齢（問 29）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「５年以上１０年未満」が最も多くあげられています（問 30） 

 

介護している期間は、「５年以上１０年未満（27.7％）」が最も多く、次いで「１年以上３年未

満（26.1％）」、「３年以上５年未満（23.1％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の状況 

全 体 

n=666  52.1 20.6 20.3 

40 歳未満 2.0％ 

 

40～64 歳 65～74 歳 75～84 歳 85 歳以上 無回答 0.1％

(%)
5.0

介護している期間 

4.5 

8.0

15.1

23.1 

26.1 

27.7

0 5 10 15 20 25 30(%) 

５年以上１０年未満 

１年以上３年未満 

３年以上５年未満 

１０年以上 

１年未満 

無回答 

全  体 

n=666 

全 体 

n=666 
27.7 32.5 16.3 10.3      

配
偶
者 

娘 息
子 

娘
・
息
子
の
配
偶
者 

兄
弟
姉
妹 

親 そ
の
他
の
親
戚 

そ
の
他 

無
回
答 

(%)

1.7% 

3.4 4.0 3.3 

0.8％

29.9 70.1 

男性 女性 

全 体 

n=666 

（%） 
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「精神的なストレスがたまり、悲観的な気持ちになることがある」が５割を超えています（問 31） 

 

介護の負担感については、「精神的なストレスがたまり、悲観的な気持ちになることがある

（55.1％）」が最も多く、５割強を占めています。次いで「日中家を空けるのに不安を感じる 

（49.2％）」、「自分の自由になる時間が持てない（45.4％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「介護の負担が減って、身体的・精神的に楽になった」が６割を超えています（問 32） 

 

介護保険サービスを利用して良かったことを複数回答でたずねたところ、「介護の負担が減って、

身体的・精神的に楽になった（65.2％）」が最も多く、次いで「相談相手ができた（56.8％）」、「本

人の状態が落ち着いたり、良くなったりして介護が楽になった（34.7％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護の負担感 

介護保険サービスを利用して良かったこと 

65.2 34.7 56.8 

介護の負担が減

って、身体的・精

神的に楽になっ

た 

本人の状態が落

ち着いたり、良く

なったりして介

護が楽になった 

相談相手がで

きた 

特に良かった

ことはない 

その他 1.7% 

8.0
(%)

全  体 

n=574 

17.1 

0.8 

27.1 

31.1 

34.5 

39.3 

43.8 

45.4 

49.2 

55.1 

23.7 

16.0 

10.2 

6.6 

5.6 

8.4 

0 10 20 30 40 50 60(%) 

精神的なストレスがたまり、悲観的な気持ちになることがある 

日中家を空けるのに不安を感じる 

自分の自由になる時間が持てない 

身体的につらい 

先の見通し、予定が立てられない 

イライラして高齢者についあたってしまうことがある

睡眠時間が不規則になり、健康状態が思わしくない 

介護を放棄したくなることがある 

経済的に負担を感じる 

身内に介護を協力してもらえない 

サービスを思うように利用できない、サービスが足りない 

本人の病状への対応がわからない 

介護することに対して、周囲の理解が得られない 

具体的な介護方法がわからない 

特に負担を感じたことやつらいことはない 

その他 

全   体 

n=666 
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３ 第２号被保険者調査 
 

 

 

 

《健康》と回答した人の割合は７割を超えています（問 10） 

 

健康状態については、「健康である（30.4％）」と「おおむね健康である（44.4％）」をあわせた

《健康》と回答した人の割合は７割を超えています。次いで「病気治療のため、仕事や家事をし

ながら定期的に通院している（12.7％)」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「痛みや苦しみを和らげることを目的とした病院や施設」が最も多くあげられています（問 16） 

 

療養生活の最期を迎えたい場所についてたずねたところ、「痛みや苦しみを和らげることを目的

とした病院や施設(34.9％)」が最も多く、次いで「自宅（26.5％）」、「考えたことがない（26.3％)」

の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療養生活の最期 

健康状態 

 30.4 44.4 9.1 12.7    

1.2%

健
康
で
あ
る 

お
お
む
ね
健
康
で
あ
る 

病
気
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
あ

ま
り
体
調
が
よ
く
な
い 

病
気
治
療
の
た
め
、
仕
事
や
家
事
を

し
な
が
ら
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る

病
気
治
療
の
た
め
、
自
宅
療
養
中

又
は
入
院
中
で
あ
る 

障
害
が
あ
り
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

0.6%

0.9% 0.6% 

全 体 

N=809 

（%） 

全 体

N=809

2.5 

1.7 

2.8 

5.3 

26.3 

26.5 

34.9 

0 5 10 15 20 25 30 35 40(%) 

痛みや苦しみを和らげることを 

目的とした病院や施設 

自宅 

考えたことがない 

治療を中心とした病院 

老人ホームなどの施設 

その他 

無回答 
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健康診断を「受けた」人が６割を超えています（問 19） 

検査結果は「特に異常がなかった」人と「治療を要するほどではなかったが、生活習慣に気をつけるよう

にいわれた」人が約３割です（問 19-2） 

 

【健康診断の受診状況】 

この１年以内に健康診断の受診状況については、「受けた」が 63.8％で、「受けていない」が

34.2％となっています。 

職業別でみると、企業の社員・役員（従業員 50 人以上）と公務員で健康診断を「受けた」割合

が高く、９割以上となっています。一方、自営業で健康診断を「受けていない」が 55.0％と受診

率が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  受けた 受けていない 無回答 

  全  体（N=809） 63.8 34.2 2.0 

自営業（n=140) 42.9 55.0 2.1 

企業の社員・役員(従業員 50 人未満)(n=124) 70.2 26.6 3.2 

企業の社員・役員(従業員 50 人以上)(n=162) 90.1 8.0 1.9 

公務員（n=33) 93.9 6.1 0.0 

パート・内職などの仕事（n=118) 56.8 42.4 0.8 

主婦（n=121) 51.2 47.9 0.8 

無職（n=55) 50.9 49.1 0.0 

職 

業 

その他（n=43) 69.8 30.2 0.0 

【検査結果】 

検査結果については、「特に異常がなかった（35.1％)」と「治療を要するほどではなかったが、

生活習慣に気をつけるようにいわれた（31.6％)」で６割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康診断 

全 体 

N=809 

受けた 受けていない 無回答 2.0% 

63.8 34.2  
(%)

全 体

n=516

2.9

1.0 

5.2 

6.2 

18.0 

31.6 

35.1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40(%) 

特に異常がなかった 

治療を要するほどではなかったが、生活 

習慣に気をつけるようにいわれた 

様子を見るようにいわれた 

治療が必要といわれた 

精密検査が必要といわれた 

その他 

無回答 

（%） 
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健康づくりを意識している人は７割強です（問 20） 

具体的に実行していることは、「からだを動かすように心がける」、「食生活や栄養に気をつける」、「毎日

規則正しい生活をおくる」などです（問 20-1） 

 

【健康づくりに関する意識】 

健康づくりに関する意識については、「意識している（75.8％）」が７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

【健康づくりで実行していること】 

健康づくりで実行していることについて複数回答でたずねたところ、「からだを動かすように心

がける（73.4％）」が最も多く、次いで「食生活や栄養に気をつける（71.9％）」、「毎日規則正し

い生活をおくる（51.4％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康づくり 

2.4 

1.8 

20.7 

22.2 

37.8 

42.5 

48.6 

51.4 

71.9 

73.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%) 

からだを動かすように心がける 

食生活や栄養に気をつける 

毎日規則正しい生活をおくる 

睡眠や休養を十分にとる 

ストレスをためないよう気をつける 

健康診断を定期的に受ける 

アルコールを控える 

タバコを控える・禁煙する 

特に実行していることはない 

その他 

全 体

n=613

75.8 21.9  

意識している 意識していない 無回答 2.3% 

全  体 

N=809 

（%） 
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認知症の知人の有無についてたずねたところ、認知症の知人の「いる」人が約４割です（問 21） 

「別居の家族（介護の経験あり）」が最も多くなっています（問 21-1） 

 

【認知症の知人の有無】 

認知症の知人の有無についてたずねたところ、「いない（53.4％）」が最も多く、次いで「いる

（39.7％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認知症の人との関係】 

認知症の人との関係について複数回答でたずねたところ、「別居の家族（介護の経験あり）」が

28.7％で最も多く、次いで「別居の家族（介護の経験なし）」が 26.2％、「同居の家族（介護の経

験あり）」が 15.0％の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症 

2.8

0.3

5.0 

5.9 

11.8

12.8 

15.0

26.2 

28.7 

0 5 10 15 20 25 30(%) 

別居の家族(①介護の経験あり) 

別居の家族(②介護の経験なし) 

同居の家族(①介護の経験あり) 

同居の家族(②介護の経験なし) 

知人・友人 

近隣の人 

仕事上で認知症の人がいる(①介護の経験あり) 

仕事上で認知症の人がいる(②介護の経験なし) 

その他 

全 体

n=321

2.0 

4.9 

39.7 

53.4 

0 10 20 30 40 50 60(%) 

いない 

いる(または、いた) 

わからない 

無回答 

全 体

N=809
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《受講したい》が３割を超えています（問 22） 

 

認知症サポーター養成研修への参加意向については、「ぜひ受講したい（3.8％）」と「時間が取

れれば受講したい（28.2％）」を合わせると《受講したい》が３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養成研修への参加意向 

全 体 

N=809 
 28.2 28.2 16.3 17.8 1  

ぜ
ひ
受
講
し
た

い 時
間
が
取
れ
れ

ば
受
講
し
た
い 

ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い 

受
講
し
た
い
と

思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

(%)
4.6 

1.1% 

3.8 
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４ ケアマネジャー調査 
 

 

 

 

「常勤」が約８割を占めています（問 6） 

 

勤務形態は、「常勤（83.2％）」が約８割を占め、「非常勤（16.0％）」を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年以上が６割以上を占めています（問 7） 

 

経験年数は、「５年以上（36.6％）」が最も多く、次いで「３年以上５年未満（26.0％）」、「１年

以上３年未満（25.2％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験年数 

12.2 25.2 26.0 36.6 

1 年未満 1 年以上 

３年未満 

３年以上 

５年未満 

５年以上 

全 体 

N=131 

(%) 

勤務形態 

83.2 16.0 

常勤 非常勤 無回答 0.8% 

全 体 

N=131 

(%) 
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「300 万円以上 400 万円未満」が約４割を占めています（問 9） 

 

年収は、「300万円以上400万円未満（38.2％）」が最も多く、「200万円以上300万円未満（22.9％）」、

「400 万円以上 500 万円未満（14.5％）」、「500 万円以上 750 万円未満（8.4％）」の順に続いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「45 時間～50 時間」が最も多くあげられています（問 10） 

 

１週間の勤務時間は、「45 時間～50 時間（26.0％）」が最も多く、次いで「40 時間～45 時間

（21.4％）」、「35 時間以内（16.8％）」、「35 時間～40 時間（15.3％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年収 

全 体 

N=131 

  22.9 38.2 14.5 8.4 01 

無回答

2.3% 

100 万円

未満 

100 万円

以上 200

万円未満 

200 万 円

以上 300

万円未満 

300 万円

以上 400

万円未満

400 万円

以上 500

万円未満

500 万 円

以上 750

万円未満

750 万円

以上 1000

万円未満

0.8% 

1000 万円

以上 1.5% 

(%) 
4.6 6.9 

1 週間の勤務時間 

0.8 

9.2 

10.7 

15.3 

16.8 

21.4 

26.0 

0 5 10 15 20 25 30(%) 

４５時間～５０時間 

４０時間～４５時間 

３５時間以内 

３５時間～４０時間 

５５時間以上 

５０時間～５５時間 

無回答 

全 体 

N=131 
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負担を感じる業務について、「サービス担当者会議の開催」が５割強を占めています（問 15） 

委託予防プランで困っていることについて、「作成する書類が多い」が７割弱を占めています（問 16） 

 

【負担を感じる業務】 

ケアマネジメントを行っている中で負担に感じる業務について複数回答でたずねたところ、「サ

ービス担当者会議の開催（55.0％)」が最も多く、次いで「主治医との連携（47.3％）」、「入所・

入院先の相談・手配（42.7％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委託予防プランで困っていること】 

委託予防プランを実施している場合に困っていることについて複数回答でたずねたところ、「作

成する書類が多い(69.3％)」が７割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアマネジメントの状況 

55.0 

19.1 

17.6 

15.3 

11.5 

11.5 

9.2 

6.1 

6.1 

4.6 

3.8 

8.4 

4.6 

20.6 

21.4 

24.4 

28.2 

29.8 

42.7 

47.3 

0 10 20 30 40 50 60(%) 

サービス担当者会議の開催 

主治医との連携 

入所・入院先の相談・手配 

介護保険制度の説明 

保険外サービスの連絡・調整 

居宅介護支援経過の記録

ケアプランの作成 

保険者への問い合わせ 

モニタリング 

アセスメントの実施 

サービス事業者への連絡・調整 

家族からの相談・連絡 

給付管理 

居宅介護支援業務の説明や契約締結 

ケアプランの説明と交付

利用者からの相談・連絡

利用者宅の訪問 

利用者への面接 

その他 

無回答 

全 体 

N=131 

21.3 

13.3 

4.0 

16.0 

32.0 

69.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80(%) 

作成する書類が多い 

利用者の理解がなかなか得られない 

マネジメントの手順が難しい 

特にない 

その他 

無回答 

全 体

n=75 
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研修に参加している人は９割を超えています（問 17） 

スキルアップにつながった研修内容については、「認知症高齢者への対応」が最も多くあげられていま

す（問 17-1） 

 

【研修参加状況】 

ケアマネジメント研修の参加状況は、「はい(96.2％)」が９割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スキルアップにつながった研修内容】 

 スキルアップにつながった研修は、「認知症高齢者への対応（39.7％)」が最も多く、次いで「専

門研修課程（33.3％)」、「困難事例の検討（32.5％)」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアマネジメントの質の向上 

96.2  .

はい いいえ 3.1% 無回答 0.8% 

全  体

N=131 

(%) 

11.1 

10.3 

8.7 

7.1 

6.3 

6.3 

6.3 

5.6 

3.2 

7.9 

2.4 

14.3 

19.8 

23.0 

28.6 

28.6 

32.5 

33.3 

39.7 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45(%) 

認知症高齢者への対応

専門研修課程 

困難事例の検討 

ケアプランの作成・評価 

医学一般に関する知識

基礎研修課程Ⅰ 

成年後見制度などの権利擁護関連制度

基礎研修課程Ⅱ 

リハビリテーションに関する知識 

介護に関する知識 

住宅・住環境に関する知識 

介護予防に関する知識・技術 

福祉用具に関する知識

介護福祉士、社会福祉士などの資格取得

職業倫理に関する知識

ケアマネジメント・リーダー養成 

消費者問題などの法律知識 

その他 

無回答 

全 体

n=126
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「継続したい」が４割を超えています（問 18） 

「仕事に見合った報酬がもらえないから」が８割を超えています（問 18-1） 

 

【ケアマネジャー継続意向】 

ケアマネジャーの継続意向については、「継続したい（43.5％）」が最も多く、次いで「迷って

いる（33.6％)」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【ケアマネジャーを続けたくない理由】 

ケアマネジャーを続けたくない理由について複数回答でたずねたところ、「仕事に見合った報酬

がもらえないから(85.7％)」が最も多く、次いで「ケアプラン作成以外の事務作業が多すぎるか

ら(67.9％)」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアマネジャー継続意向 

43.5 21.4 33.6  

はい いいえ 迷っている 無回答 1.5% 

全 体 

N=131 

(%) 

39.3

7.1

7.1

21.4

28.6

67.9

85.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%) 

仕事に見合った報酬がもらえないから 

ケアプラン作成以外の事務作業が多すぎるから 

利用者や家族からの相談や苦情処理への対応が

大変だから 

事業所外の支援体制がないから 

担当件数が多すぎるから 

事業所内での支援が得られないから 

その他 

全 体

n=28 
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５ 介護保険サービス事業所調査 
 

 

 

１種類のサービスを実施している事業所が３６所となっています（問 4） 

 

【事業所のサービス種類数】 

介護保険サービス事業所が実施しているサービスは、１０１の事業所の中で１種類のサービス

を実施している事業所が３６所となっています。一番多いサービス種類を実施している事業者は、

サービス種類が８種類です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常勤ケアマネジャーの中では、居宅介護支援の「300万円以上400万円未満」、常勤看護職員の中では、

訪問看護の「400万円以上500万円未満」、常勤介護職員の中では、訪問介護の「200万円以上300万

円未満」が多く占めています（問 5） 

 

事業所に従事する職員の収入をたずねたところ、常勤ケアマネジャーの中では、居宅介護支援

の「300 万円以上 400 万円未満（１２所）」が最も多く、次いで居宅介護支援の「400 万円以上

500 万円未満（８所）」となっています。 

常勤看護職員の中では、訪問看護の「400 万円以上 500 万円未満（５所）」が最も多く、次いで

訪問看護の「300 万円以上 400 万円未満（３所）」、居宅介護支援の「400 万円以上 500 万円未満（２

所）」の順に続いています。 

常勤介護職員の中では、訪問介護の「200 万円以上 300 万円未満（２３所）」が最も多く、次い

で訪問介護の「300 万円以上 400 万円未満（７所）」、通所介護の「300 万円以上 400 万円未満（４

所）」、通所介護の「400 万円以上 500 万円未満（４所）」の順に続いています。非常勤介護職員の

中では、訪問介護の「100 万円未満（２０所）」が最も多く、次いで訪問介護の「100 万円以上 200

万円未満（７所）」、通所介護の「200 万円以上 300 万円未満（４所）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 実施している介護保険サービス 

1 

0 

5 

8 

7 

17 

27 

36 

0 10 20 30 40(所) 

8 種類 

7 種類 

6 種類 

5 種類 

4 種類 

3 種類 

2 種類 

1 種類 

全 体 

N=101 

事業所に従事するケアマネジャーや介護職員などの年収 
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【ケアマネジャー年収（全体）】 

 １－１ ケアマネジャー(常勤) １－２ ケアマネジャー(非常勤)  

年収区分 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

１訪問介護 0 0 1 2 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

２訪問看護 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

３通所介護 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４通所リハビリテーション 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５認知症対応型通所介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

６認知症対応型共同生活介護 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

７特別養護老人ホーム 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８老人保健施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

９居宅介護支援 0 2 6 12 8 1 0 1 1 2 5 1 1 0 0 0

合  計 0 2 8 15 12 1 0 1 2 3 5 2 1 0 0 0

 【看護職員年収（全体）】 
 ２－１ 看護職員(常勤) ２－２ 看護職員(非常勤) 

年収区分 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

１訪問介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２訪問看護 0 0 0 3 5 1 0 0 2 2 3 2 1 0 0 0

３通所介護 0 0 1 1 0 1 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0

４通所リハビリテーション 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５認知症対応型通所介護 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0

６認知症対応型共同生活介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

７特別養護老人ホーム 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８老人保健施設 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

９居宅介護支援 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

合  計 0 0 1 5 10 2 0 0 3 4 7 6 1 0 0 0

【介護職員年収（全体）】 

 ３－１ 介護職員(常勤) ３－２ 介護職員(非常勤) 

年収区分 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

１訪問介護 0 2 23 7 0 0 0 0 20 7 1 0 1 0 0 0

２訪問看護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３通所介護 0 0 1 4 4 0 0 0 2 2 4 0 1 0 0 0

４通所リハビリテーション 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

５認知症対応型通所介護 0 0 0 2 1 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0

６認知症対応型共同生活介護 0 0 3 1 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0

７特別養護老人ホーム 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８老人保健施設 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

９居宅介護支援 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合  計 0 2 29 15 5 1 0 0 24 14 8 0 2 0 0 0

(注)年収区分 

1. １００万円未満          4. ３００万円以上４００万円未満  7. ７５０万円以上１０００万円未満 

2. １００万円以上２００万円未満   5. ４００万円以上５００万円未満  8. １０００万円以上 

(所)

(所)

(所)
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3. ２００万円以上３００万円未満   6. ５００万円以上７５０万円未満 

 

 
 

「新宿区及び隣接区」が最も多くなっています（問 7） 
 

今後 4 年間の事業規模は、「新宿区及び隣接区（59.4％）」が最も多く、次いで「新宿区内のみ

（19.8％）」、「隣接他県(埼玉、千葉、神奈川等)までを含むエリア（5.9％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

「関心はあるが、参入するか否かは今後検討したい」が４割を超えています（問 9） 
 
事業所では、小規模多機能型居宅介護の参入意向は、「関心はあるが、参入するか否かは今後検

討したい（45.5％）」が最も多く、次いで「関心がない（39.6％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サービスに係る経費が多く採算がとれない」、「サービスを行う人材を確保することが困難である」が多

くあげられています（問 9-1） 
 
小規模多機能型居宅介護の参入に障害となる課題について複数回答でたずねたところ、「サービ

スに係る経費が多く採算がとれない（56.4％）」、「サービスを行う人材を確保することが困難であ

る（54.3％）」がそれぞれ５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

今後４年間に実施予定の事業エリア 

小規模多機能型居宅介護の参入意向 

4.0 

7.9 

3.0 

39.6 

45.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50(%) 

関心はあるが、参入するか 
否かは今後検討したい 

関心がない 

関心があり参入したい 

その他 

無回答 

全 体 

N=101 

小規模多機能型居宅介護の参入課題 

4.0 

4.0 

3.0 

4.0 

5.9 

19.8 

59.4 

0 10 20 30 40 50 60(%) 

新宿区及び隣接区 

新宿区内のみ 

隣接他県までを含む 

東京２３区 

都 内 全

域 その他 

無回答 

全 体 

N=101 

10.6 

7.4 

14.9 

18.1 

54.3 

56.4 

0 10 20 30 40 50 60(%) 

サービスに係る経費が多く採算がとれない 

サービスを行う人材を確保することが困難 
である 

公的資金援助が少ない 

利用者のサービスに対する理解がなく登録 
定員の確保が難しい 

指定運営基準が厳しすぎる 

その他 

全 体 

n=94



  

 - 29 -

 

 
 

「困っている」との回答が多く、困っている理由は「募集しても集まらない」が最も多くあげられています

（問 10） 

人材確保で困っていることについてサービス種類ごとにたずねたところ、「困っている」との回

答が多く、困っている理由は「募集しても集まらない」が最も多く、次いで「有資格者や経験者

が集まらない」、「離職者が多くなかなか定着しない」の順に続いています。       (所) 

困っている 

サービスの種類 

 

困ってい

ない 

1.募集し

ても集ま

らない 

2.有資格者

や経験者が

集まらない 

3.離職者が多

くなかなか定

着しない 

4. そ の

他  

○1 訪問介護（n=45） 6 34 9 13 1

○2 介護予防訪問介護（n=27） 4 21 6 7 0

○3 訪問入浴（n=4） 2 2 0 0 0

○4 介護予防訪問入浴（n=3） 2 1 0 0 0

○5 訪問看護（n=12） 2 8 2 1 1

○6 介護予防訪問看護（n=4） 1 3 0 0 0

○7 訪問リハビリテーション（n=1） 0 0 1 0 0

○8 介護予防訪問リハビリテーション（n=1） 0 0 1 0 0

○9 通所介護(デイサービス)（n=16） 4 9 4 1 1

○10介護予防通所介護(デイサービス)（n=13） 3 8 3 0 0

○11通所リハビリテーション(デイケア)（n=3） 1 1 0 0 1

○12介護予防通所リハビリテーション（n=3） 1 1 0 0 1

○13福祉用具貸与（n=9） 5 1 0 2 1

○14介護予防福祉用具貸与（n=5） 2 1 0 2 0

○15短期入所生活介護(ショートステイ)（n=1） 1 0 0 0 0

○16介護予防短期入所生活介護（n=2） 1 1 1 0 0

○17短期入所療養介護(ショートステイ)（n=1） 0 1 0 0 0

○18介護予防短期入所療養介護（n=1） 0 1 0 0 0

○19夜間対応型訪問介護（n=3） 1 2 1 0 0

○20認知症対応型通所介護（n=12） 1 7 5 2 2

○21介護予防認知症対応型通所介護（n=3） 1 1 1 0 0

○22小規模多機能型居宅介護（n=1） 0 1 0 0 0

○23介護予防小規模多機能型居宅介護（n=1） 0 1 0 0 0

○24居宅介護支援（n=37） 21 4 7 3 5

○25福祉用具販売（n=9） 5 1 0 2 1

○26認知症対応型共同生活介護（n=3） 1 2 0 0 0

○27介護予防認知症対応型共同生活介護（n=1） 0 0 1 0 0

○28地域密着型特定施設入居者生活介護（n=1） 0 0 1 0 0

○29特定施設入居者生活介護（n=6） 0 6 2 2 0

○30介護予防特定施設入居者生活介護（n=3） 0 3 0 1 0

○31介護老人福祉施設(特別養護老人ホ-ム)（n=1） 0 1 1 0 0

○32介護老人保健施設(老人保健施設)（n=3） 1 2 1 1 1

人材確保に困っていること 
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「経営が厳しい」との回答が多く、経営が厳しい理由は「介護報酬が低い」が最も多くあげられています

（問 11） 

経営状況についてサービス種類ごとにたずねたところ、「経営が厳しい」との回答が多く、経営

が厳しい理由は「介護報酬が低い」が最も多く、次いで「人件費の割合が高い」、「利用者が集ま

らない」の順に続いています。                           （所） 

経  営  が  厳  し  い 

サービスの種類 

 

安定的に

運営がで

きている

1.介護報

酬が低い

2.人件費

の割合が

高い 

3.家賃等

の事業運

営費が高

い 

4. 利用

者が集

まらな

い 

5.その他

○1 訪問介護（n=45） 3 24 10 3 3 2

○2 介護予防訪問介護（n=30） 1 20 5 1 2 1

○3 訪問入浴（n=4） 2 2 0 0 0 0

○4 介護予防訪問入浴（n=3） 1 2 0 0 0 0

○5 訪問看護（n=12） 1 2 9 0 0 0

○6 介護予防訪問看護（n=6） 2 1 3 0 0 0

○7 訪問リハビリテーション（n=1） 0 1 0 0 0 0

○8 介護予防訪問リハビリテーション（n=1） 0 1 0 0 0 0

○9 通所介護(デイサービス)（n=16） 4 5 1 3 2 1

○10介護予防通所介護(デイサービス)（n=13） 3 6 0 2 1 1

○11通所リハビリテーション(デイケア)（n=5） 0 2 0 1 2 0

○12介護予防通所リハビリテーション（n=3） 0 1 0 1 1 0

○13福祉用具貸与（n=11） 2 2 4 1 1 1

○14介護予防福祉用具貸与（n=5） 1 0 4 0 0 0

○15短期入所生活介護(ショートステイ)（n=1） 0 0 1 0 0 0

○16介護予防短期入所生活介護（n=2） 0 0 1 1 0 0

○17短期入所療養介護(ショートステイ)（n=1） 0 1 0 0 0 0

○18介護予防短期入所療養介護（n=1） 0 1 0 0 0 0

○19夜間対応型訪問介護（n=1） 0 0 1 0 0 0

○20認知症対応型通所介護（n=12） 3 1 1 1 5 1

○21介護予防認知症対応型通所介護（n=3） 1 0 0 0 2 0

○22小規模多機能型居宅介護（n=1） 0 0 0 0 0 1

○23介護予防小規模多機能型居宅介護（n=1） 0 0 0 0 0 1

○24居宅介護支援（n=40） 3 23 6 1 4 3

○25福祉用具販売（n=9） 0 2 3 1 1 2

○26認知症対応型共同生活介護（n=4） 3 0 1 0 0 0

○27介護予防認知症対応型共同生活介護（n=2） 1 0 1 0 0 0

○28地域密着型特定施設入居者生活介護（n=1） 0 1 0 0 0 0

○29特定施設入居者生活介護（n=5） 4 0 0 1 0 0

○30介護予防特定施設入居者生活介護（n=3） 2 0 1 0 0 0

○31介護老人福祉施設(特別養護老人ホ-ム)（n=1） 0 1 0 0 0 0

○32介護老人保健施設(老人保健施設)（n=3） 0 1 2 0 0 0

経営状況 
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Ⅳ 調査の比較 
 

 

 

 

「現在の保険料、介護保険サービスでよい」と「保険料の負担が増えても、必要なサービス量を維持す

べきである」が最も多くあげられています 

 

一般高齢者調査と居宅サービス利用者調査では「現在の保険料、介護保険サービスでよい」が

最も多くあげられています。第２号被保険者調査では「保険料の負担が増えても、必要なサービ

ス量を維持すべきである」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービスと保険料の負担について 

23.0 21.1 8.2 10.6 24.7   5.7 6.7第 ２ 号 被 保 険 者 

N=809 

(%)

現
在
の
保
険
料
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
よ
い

保
険
料
の
負
担
が
増
え
て
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

量
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る 

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
額
を
増
や
し
て
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
抑
え
て
も
、
保
険
料

の
負
担
を
下
げ
る
べ
き
で
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

6.0 16.2 15.1 16.9 18.0 18.7 9.1一 般 高 齢 者

N=1,106 

 居宅サービス利用者 

N=1,034 

16.6  33.3  17.4 1 14.2 8.9 8.6 1.0 
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「ケアマネジャー調査」と「介護保険サービス事業所調査」では共に、ケアマネジャーの年収は常勤で

「300 万円以上 400 万円未満」が最も多くなっています 

 

【ケアマネジャー調査】 

ケアマネジャー調査では、勤務形態は常勤が約８割を占め、年収は、「300 万円以上 400 万円未

満（38.2％）」が最も多く、「200 万円以上 300 万円未満（22.9％）」、「400 万円以上 500 万円未満

（14.5％）」、「500 万円以上 750 万円未満（8.4％）」の順に続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護保険サービス事業所調査】 

 介護保険サービス事業所調査では、常勤ケアマネジャーの年収は「300 万円以上 400 万円未満

（合計１５所）」が最も多くなっています。次いで「400 万円以上 500 万円未満（合計１２所）」、

「200 万円以上 300 万円未満（合計８所）」の順に続いています。 

 

 １－１ ケアマネジャー(常勤) １－２ ケアマネジャー(非常勤)  

年収区分 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

１訪問介護 0 0 1 2 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

２訪問看護 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

３通所介護 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４通所リハビリテーション 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５認知症対応型通所介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

６認知症対応型共同生活介護 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

７特別養護老人ホーム 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８老人保健施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

９居宅介護支援 0 2 6 12 8 1 0 1 1 2 5 1 1 0 0 0

合  計 0 2 8 15 12 1 0 1 2 3 5 2 1 0 0 0

(注)年収区分 

1. １００万円未満          4. ３００万円以上４００万円未満  7. ７５０万円以上１０００万円未満 

2. １００万円以上２００万円未満   5. ４００万円以上５００万円未満  8. １０００万円以上 

3. ２００万円以上３００万円未満   6. ５００万円以上７５０万円未満 

 

 

ケアマネジャーの年収 

(所)

全 体 

N=131 

  22.9 38.2 14.5 8.4 01 

無回答

2.3% 

100 万円

未満 

100 万円

以上 200

万円未満 

200 万 円

以上 300

万円未満 

300 万円

以上 400

万円未満

400 万円

以上 500

万円未満

500 万 円

以上 750

万円未満

750 万円

以上 1000

万円未満

0.8% 

1000 万円

以上 1.5% 

(%) 
4.6 6.9 
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「寝たきりにならないよう、介護予防のサービスに力を入れる」、「介護サービスの質の向上に努める」、

「ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育成する」、「特別養護老人ホームなどの施設を整備

する」、「地域全体で介護を支援する仕組みづくりを行う」が多くあげられています 
 
介護保険制度の改善で新宿区に期待することについては、一般高齢者と第２号被保険者では「寝

たきりにならないよう、介護予防のサービスに力を入れる」、「介護サービスの質の向上に努める」、

「特別養護老人ホームなどの施設を整備する」、居宅サービス利用者では「ケアマネジャーやホー

ムヘルパーなどの人材を育成する」、「介護サービスの質の向上に努める」、ケアマネジャーと事業

所では「地域全体で介護を支援する仕組みづくりを行う」、「ケアマネジャーやホームヘルパーな

どの人材を育成する」が多くあげられています。 

 

(%)

0

居宅サービス利用者調査（Ｎ＝１，０３４）

第２号被保険者調査（Ｎ＝８０９）

ケアマネジャー調査（Ｎ＝１３１）

介護保険サービス事業所調査（Ｎ＝１０１）

0

一般高齢者調査（Ｎ＝１，１０６）

複　数　回　答

0 1 0 2 3 0 4 0 5 0 6 0

寝たきりにならないよう、介護予防
のサービスに力を入れる

37.1
31.4
31.4

5.3
22.8

18.5
14.5

22.8

要介護状態になったり、悪化したり
しないための普及啓発を図る

19.5
16.1

地域包括支援センターなど介護に
ついての相談窓口を充実する

地域全体で介護を支援する仕組み
づくりを行う

ケアマネジャーやホームヘルパーな
どの人材を育成する

介護サービスの質の向上に努める

不正な事業者を摘発するための仕
組みづくりを行う

小規模多機能型居宅介護やグルー
プホームなどのサービスを充実する

特別養護老人ホームなどの施設を
整備する

高齢者のための権利擁護の仕組み
づくりを行う

低所得者への支援を行う

特にない

その他

無回答

21.0
14.6

16.9

3.8
5.9

10.7
10.6

25.7
37.4

26.7

12.9

23.9
38.9

50.5

26.9
35.9

26.8
38.9

27.7

31.7
34.0

31.4
29.0
30.7

21.7
12.5

18.0

29.8
20.6

16.8

33.3
25.2

31.1
38.6

21.8

7.7
9.7
7.5
9.9

5.0

24.1
20.9

25.2
21.4

17.8

3.2
4.4

2.8
1.5
2.0

1.4
0.8

12.1
0.1
1.5

0.7
13.0

6.9

0

介護保険制度の改善で新宿区に期待すること
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